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市
当
局
が
議
案
を
提
出

８
人
が
総
括
質
問

開
会
初
日
は
、
市
当
局
が
決
算
議

案
４
件
、
予
算
議
案
２
件
、
条
例
議

案
６
件
、
事
件
議
案
１
件
、
人
事
案

件
４
件
の
計
17
件
の
議
案
を
提
出
し
、

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査
意
見
書

の
説
明
の
後
、
各
会
派
を
代
表
し
て

８
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

（
質
問
内
容
は
７
〜
９
頁
）

９
月
定
例
会
は
、
９
月
３
日
に
開
会
し
、

市
当
局
が
17
件
の
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

請
願
３
件
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
常
任
委
員

会
に
付
託
し
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
議
案
・
請
願
は
、
総
括
質
問
、

委
員
会
審
査
な
ど
の
後
、
議
員
提
出
の
意
見

書
５
件
を
含
め
審
議
し
、
25
日
間
の
会
期
を

経
て
、
９
月
27
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
議
案
・
請
願
・
意
見
書
の
内
容
と
審
議
結

果
は
３
頁
）

上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
議
第

66
号
か
ら
議
第
78
号
に
つ
い
て
、
決

算
議
案
は
決
算
特
別
委
員
会
に
、
予

算
議
案
は
予
算
特
別
委
員
会
に
、
条

例
及
び
事
件
議
案
は
所
管
の
常
任
委

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

次
に
、
議
第
79
号
か
ら
議
第
82
号

ま
で
の
４
件
を
審
議
し
、
表
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

（
人
事
案
件
の
内
容
は
下
段
）

24
人
が
一
般
質
問

５
日
、
６
日
、
９
日
の
３
日
間
、

24
人
の
議
員
が
市
当
局
に
対
し
、
市

政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
11
〜
15
頁
）

決
算
・
予
算
特
別
委
員
会
を

開
催
、
提
案
趣
旨
を
説
明

10
日
に
決
算
特
別
委
員
会
及
び
予

算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
委
員
会
に
お
い
て
、
決
算
及
び
予

算
議
案
の
提
案
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、

各
分
科
会
に
分
割
付
託
し
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
を
開
催

決
算
・
予
算
議
案
等
を
審
査

11
日
に
総
務
、
12
日
に
市
民
文
教
、

13
日
に
厚
生
、
17
日
に
産
業
建
設
の

各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

条
例
及
び
事
件
議
案
の
審
査
を
行
い
、

決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
及
び
予
算

特
別
委
員
会
分
科
会
で
は
、
決
算
及

び
予
算
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
審
査
内
容
は
４
〜
５
頁
）

ま
た
、
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
請
願
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。請

願
２
件
を
採
択

決
算
・
予
算
の
分
科
会
報
告

26
日
の
本
会
議
で
は
、
総
務
常
任

委
員
長
が
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
３
件
に
つ
い
て
審
査
報
告
を
行
い
、

請
願
第
４
号
は
表
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
採
択
と
し
、
請
願
第
３
号
は

質
疑
・
討
論
の
後
、
表
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
採
択
、
請
願
第
５
号
は

討
論
の
後
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

本
会
議
終
了
後
に
開
催
し
た
決
算

特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
委
員

長
が
決
算
議
案
の
審
査
報
告
を
行
い
、

表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
及

び
認
定
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
予
算
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
各
分
科
会
委
員
長
が
予
算

議
案
の
審
査
報
告
を
行
い
、
表
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
承
認
及
び
可
決

し
ま
し
た
。

意
見
書
４
件
を
可
決

５
年
度
決
算
等
を
可
決
及
び
認
定

最
終
日
の
27
日
、
議
員
提
出
の
意

見
書
５
件
を
審
議
し
、
議
会
第
６
号

及
び
議
会
第
７
号
は
表
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
、
議
会
第
８
号

は
表
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
、

議
会
第
９
号
は
討
論
の
後
、
表
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
第
10
号
は
討
論
の
後
、

表
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
し

ま
し
た
。

次
に
、
決
算
特
別
委
員
長
が
決
算

議
案
、
予
算
特
別
委
員
長
が
予
算
議

案
、
各
常
任
委
員
長
が
条
例
及
び
事

件
議
案
に
つ
い
て
の
審
査
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
表
決
の
結
果
、
議
第
66

号
か
ら
議
第
69
号
ま
で
の
４
件
は
全

員
賛
成
で
可
決
及
び
認
定
、
議
第
70

号
か
ら
議
第
78
号
ま
で
の
９
件
は
全

９月定例会の概要
令和５年度決算を認定
補正予算、条例の一部改正等
26件を審議

９月定例会日程
本会議（総括質問）
本会議（一般質問）
決算・予算特別委員会
常任委員会
本会議
決算・予算特別委員会
本会議

員
賛
成
で
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
追
加
議
案
と
し
て
、
市

当
局
が
議
第
83
号
を
提
出
し
、
質
疑

の
後
、
表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
高
速
交
通
等
対
策
特
別

委
員
長
及
び
議
会
改
革
特
別
委
員
長

が
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

（
中
間
報
告
の
内
容
は
15
頁
）

３日
５・６・９日

10日
11～13・17日

26日

27日

教
育
委
員
会
委
員

小
林
真
貴
子

氏（
羽
黒
町
手
向
）

農
業
委
員
会
委
員

鈴
木

敏
徳

氏
（
中
京
田
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

今
野

和
惠

氏
（
青
柳
町
）

土
田

浩
和

氏
（
上
田
沢
）

表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

渡
部

長
和

氏
（
東
岩
本
）

木
古
内
を
訪
ね
る
会

小
野
木

覺

氏
（
藤
島
）

上
野

隆
一

氏
（
三
和
）

國
井

英
夫

氏
（
青
柳
町
）

佐
藤

茂
一

氏
（
道
形
町
）

人
事
案
件
の
結
果

※
広
報
「
つ
る
お
か
」
10
月
号
に
詳

細
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

つるおか市議会だより　令和６年９月定例会号 2



▼請願と審議結果
請願番号 請願件名 付託委員会 審議結果

請願第３号 治安維持法犠牲者に謝罪と賠償をする国家賠償法の制定を求める意見書提出に
関する請願 総　　務 採　択

（賛成多数）

請願第４号 国民の命を守るために早急に日米地位協定の抜本的改定を求める意見書の提出
についての請願 総　　務 採　択

（全員賛成）

請願第５号 家族従業者の働き分を認めない所得税法第56条の廃止のための意見書提出を求
める請願 総　　務 不採択

（賛成少数）

▼議員提出議案と審議結果
議案番号 議案名 付託委員会 審議結果

議会第６号 国民の命を守るために早急に日米地位協定の抜本的改定を求める意見書の提出
について 省　　略

議会第７号 防災・減災、国土強靭化対策の更なる推進を求める意見書の提出について 省　　略

議会第８号 治安維持法犠牲者に謝罪と賠償をする国家賠償法の制定を求める意見書の提出
について 省　　略

議会第９号 訪問介護の基本報酬引下げの撤回を求める意見書の提出について 省　　略

議会第10号 東北電力女川原子力発電所の再稼働を行わないことを求める意見書の提出につ
いて 省　　略 否　決

（賛成少数）

▼市長提出議案と審議結果
議案番号 議案名 付託委員会 審議結果

議第66号 令和５年度鶴岡市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別

議第67号 令和５年度鶴岡市病院事業会計決算の認定について 決算特別

議第68号 令和５年度鶴岡市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 決算特別

議第69号 令和５年度鶴岡市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 決算特別

議第70号 令和６年度鶴岡市一般会計補正予算（専決第１号）の専決処分の承認について 予算特別

議第71号 令和６年度鶴岡市一般会計補正予算（第３号） 予算特別

議第72号 鶴岡市市税条例の一部改正について 総　　務

議第73号 鶴岡市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関す
る条例の一部改正について 総　　務

議第74号 鶴岡市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正について 総　　務

議第75号 鶴岡市消防団条例の一部改正について 市民文教
消防団員の定員について、実人数とのかい離を考慮し、3,120人から2,750人に
改めるもの

可　決
（全員賛成）

議第76号 鶴岡市国民健康保険条例の一部改正について 厚　　生
令和６年12月に予定されている被保険者証の廃止に伴い、被保険者証に関する
規定を削るもの

議第77号 山形県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 厚　　生

議第78号 鶴岡市基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正について 産業建設

議第79号 鶴岡市表彰条例に基づく表彰について 省　　略

議第80号 鶴岡市教育委員会委員の任命について 省　　略

議第81号 鶴岡市農業委員会委員の任命について 省　　略

議第82号 人権擁護委員候補者の推薦について 省　　略

議第83号 令和６年度鶴岡市一般会計補正予算（第４号） 省　　略

承　認
（全員賛成）

可　決
（全員賛成）

可　決
（全員賛成）

認　定
（全員賛成）

可決及び認定
（全員賛成）

可　決
（賛成多数）

同　意
（全員賛成）
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委
員

５
年
度
の
成
果
と
し
て
、
窓
口

の
事
務
軽
減
が
図
ら
れ
た
と
し
て
い
る

が
、
約
１
、０
０
０
万
円
の
経
費
に
見

合
う
だ
け
の
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

市
民
課
長

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
よ
り
、

年
間
３
、４
８
０
時
間
分
の
窓
口
業
務

が
縮
減
さ
れ
、
人
件
費
に
置
き
換
え

た
場
合
、
１・
８
人
分
の
事
務
軽
減
が

図
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
５
年
度
分
ま

で
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
手
数
料
を
特
例

的
に
減
額
し
て
き
た
が
、
６
年
度
か
ら

そ
れ
が
終
了
す
る
た
め
、
交
付
手
数
料

額
が
経
費
を
上
回
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

委
員

温
海
地
域
教
育
環
境
充
実
事
業

委
託
料
の
概
要
は
。

温
海
庁
舎
総
務
企
画
課
長

温
海
地
域

で
は
、
５
年
５
月
か
ら
温
海
中
学
校
の

３
年
生
を
対
象
と
し
た
「
あ
つ
み
地
域

未
来
塾
」
や
、
温
海
地
域
の
各
保
育
園

及
び
小
・
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る

「
生
き
る
力
を
育
む
・
非
認
知
能
力
を

伸
ば
す
教
育
」
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

同
委
託
料
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進

す
る
た
め
に
温
海
生
涯
学
習
振
興
会
に

配
置
し
て
い
る
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

１
人
の
活
動
経
費
で
あ
る
。

委
員

野
菜
の
地
場
産
物
の
割
合
が
減

少
傾
向
に
あ
る
が
、
地
産
地
消
率
を
上

げ
る
取
組
は
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

前
年
度
の

使
用
実
績
を
参
考
に
、
各
種
野
菜
の
年

間
使
用
量
の
推
計
を
協
力
農
家
等
に
通

知
す
る
取
組
を
し
て
い
る
。
生
産
量
を

保
て
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

生
産
者
の
高
齢
化
や
猛
暑
に
よ
る
収
量

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
総
務
分
科
会

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
の
各
種
証

明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
の
効
果
は

市
税
の
不
納
欠
損
額
が
１
億
円
を

超
え
た
要
因
は

食
文
化
創
造
都
市
推
進
事
業
の
取
組
は

委員会審査
提出された議案をそれぞれ所管の委員会に
付託して審査します。
審査の主なものを掲載します。

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
が
本
市
に

も
た
ら
す
効
果
は

温
海
地
域
で
実
施
し
て
い
る
教
育

環
境
充
実
事
業
の
概
要
は

学
校
給
食
で
の
地
場
産
野
菜
の
使

用
率
を
上
げ
る
た
め
に
は

委
員

慶
應
義
塾
連
携
協
定
に
関
し
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
の
分
析
を
行

っ
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
と
評
価
は
。

政
策
企
画
課
長

慶
應
先
端
研
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
な
ど
、
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
が
本
市
に
も
た
ら
す
効
果
の
調
査
を
、

山
形
銀
行
に
委
託
し
実
施
し
て
お
り
、

分
析
結
果
は
５
月
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
よ
る

と
、
人
口
面
で
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
内
で
約
５
８
０
人
の
雇
用
が
生
ま
れ

て
お
り
、
定
住
人
口
の
増
加
に
寄
与
し

て
い
る
。
加
え
て
、
経
済
面
で
は
、
年

間
約
41
億
６
０
０
万
円
の
経
済
波
及
効

果
が
推
計
さ
れ
、
５
年
前
の
前
回
調
査

と
比
較
し
約
10
億
２
、９
０
０
万
円
増

加
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、

市
の
取
組
次
第
で
、
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
は
発
展
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
た
め
、
今
後
も
市
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
。

委
員

不
納
欠
損
額
（
※
２
）
が
増
加

し
た
要
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
か
。

納
税
課
長

５
年
度
の
不
納
欠
損
額
は

約
１
億
１
、０
０
０
万
円
で
あ
り
、
４

委
員

５
年
度
の
評
価
と
課
題
は
。

食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
長

５
年
度

は
、「
次
世
代
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
※
１
）」
を
開
催
し

年
度
と
比
較
し
、
約
５
、０
０
０
万
円

増
加
し
て
い
る
。
市
税
滞
納
者
に
差
押

え
財
産
が
な
い
場
合
や
、
差
押
え
に
よ

っ
て
生
活
困
窮
に
陥
る
場
合
等
に
、
滞

納
処
分
の
執
行
を
停
止
し
て
い
る
が
、

執
行
停
止
か
ら
３
年
間
継
続
し
て
生
活

状
況
に
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
不

納
欠
損
処
理
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
執

行
停
止
処
理
件
数
及
び
滞
納
税
額
は
、

コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
２
年
度
が
近
年
で
は

最
も
多
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
５
年

度
の
不
納
欠
損
額
が
増
加
し
た
要
因
の

一
つ
と
捉
え
て
い
る
。

決
算
特
別
委
員
会

市
民
文
教
分
科
会

次世代ガストロノミーコンペティション（左から）
準グランプリ、グランプリ、審査員特別賞受賞者

た
。
こ
の
競
技
会
は
、
郷
土
食
や
在
来

作
物
を
テ
ー
マ
に
、
料
理
人
と
生
産
者

等
が
チ
ー
ム
を
組
み
参
加
す
る
形
式
で

行
わ
れ
、
参
加
者
が
互
い
に
刺
激
を
与

え
、
高
め
合
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
食
文
化
を
次
世

代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
小
学
生
を

特
別
審
査
員
に
加
え
て
実
施
し
た
。
同

事
業
を
進
め
る
中
で
、
ユ
ネ
ス
コ
食
文

化
創
造
都
市
に
対
す
る
市
民
の
理
解
が

深
ま
り
、
認
知
度
も
向
上
し
た
一
方
で
、

食
文
化
と
観
光
面
、
産
業
面
と
の
連
携

を
更
に
進
め
、
産
業
振
興
を
図
る
こ
と

が
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

ま
た
、
５
年
度
の
各
種
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
等
交
付
件
数
は
全
体
の
39
％
で
あ

り
、
４
年
度
と
比
較
し
て
15
％
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
利
便
性
は

格
段
に
向
上
し
た
と
捉
え
て
い
る
。

※２　不納欠損額…市の収入として決定した市税のうち、時効等により徴収し得なく
なって損失として処分した額。

※１　次世代ガストロノミーコンペティション…次世代を担う若手料理人の育成と発掘、郷土料理・在来作物の探求をテーマとした競技会。
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委
員

畑
地
化
促
進
事
業
の
採
択
を
受

け
て
い
る
農
家
の
実
績
と
、
今
後
の
見

通
し
は
。

農
政
課
主
幹

主
食
用
米
の
需
要
が
減

少
す
る
中
、
畑
作
物
の
需
要
に
応
じ
た

生
産
を
推
進
す
る
た
め
に
、
国
は
水
田

の
畑
地
化
を
支
援
し
て
い
る
。
こ
の
事

業
に
は
、
10
ａ
当
た
り
の
支
援
額
が

14
万
円
の
畑
地
化
支
援
と
10
万
円
の
定

着
促
進
支
援
、
土
地
改
良
区
に
地
区
除

外
決
済
金
等
を
支
払
う
必
要
が
生
じ
た

場
合
に
、
10
ａ
当
た
り
上
限
25
万
円
を

支
援
す
る
土
地
改
良
区
決
済
金
等
支
援

が
あ
る
。
５
年
度
の
実
績
は
６
件
、
約

14
ha
で
あ
る
が
、
６
年
度
は
40
件
、
約

65
ha
と
大
幅
な
増
加
と
な
り
、
今
後
も

更
に
取
組
が
増
え
る
も
の
と
見
込
ん
で

い
る
。

委
員

同
調
査
に
よ
っ
て
得
た
結
果
を

施
策
に
ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
か
。

子
育
て
推
進
課
長

こ
の
調
査
は
、
第

三
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
保
育
や
子
育

て
支
援
事
業
に
対
す
る
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
把
握
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
。
調
査
結
果
か
ら
は
、
保
育
施
設
や

学
童
保
育
の
長
時
間
保
育
の
ニ
ー
ズ
が

高
い
こ
と
や
、
核
家
族
化
に
伴
い
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
子
育
て
相
談

を
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
一
方
で
、
支
援

施
設
の
存
在
を
知
ら
な
い
方
も
多
く
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
う
し
た
課
題

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
今
後
の
施
策
に

反
映
し
て
い
く
。

水
田
の
畑
地
化
に
意
欲
的
な
農
家

へ
の
支
援
は

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
ニ
ー
ズ

調
査
結
果
の
施
策
へ
の
反
映
は

障
害
児
支
援
事
業
費
の
増
加
要
因
は

移
住
希
望
者
向
け「
お
試
し
住
宅
」

の
成
果
は

荘
内
病
院
の
医
療
従
事
者
の
確
保
は

駅
前
の
飲
食
店
募
集
の
取
組
は

委
員

事
業
の
決
算
額
や
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
障
害
児
施
設
の
利

用
者
数
が
、
前
年
度
と
比
較
し
て
大
幅

委
員

現
在
満
室
の
よ
う
だ
が
、
利
用

実
績
は
。
ま
た
、
ど
の
程
度
、
本
市
へ

の
移
住
に
結
び
付
い
て
い
る
か
。

建
築
課
長

お
試
し
住
宅
（
※
３
）
は
、

平
成
30
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
現

在
、
美
原
町
の
市
営
住
宅
美
原
団
地

委
員

職
員
数
の
減
に
よ
り
前
年
度
に

比
べ
給
与
費
が
減
少
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
医
療
従
事
者
の
確
保
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

荘
内
病
院
総
務
課
長

医
師
に
つ
い
て

は
、
５
年
度
末
時
点
で
は
退
職
等
に
よ

っ
て
減
少
し
て
い
た
が
、
現
在
は
５
年

度
当
初
の
人
数
ま
で
回
復
し
て
お
り
、

さ
ら
に
６
年
度
後
半
に
も
採
用
を
見
込

ん
で
い
る
。
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
全

国
の
地
方
病
院
で
不
足
し
て
お
り
、
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
こ
の
対
策
と
し

て
、
県
内
及
び
近
隣
県
の
看
護
学
校
を

訪
問
し
、
荘
内
病
院
の
Ｐ
Ｒ
や
学
生
の

動
向
把
握
を
し
て
い
る
ほ
か
、
採
用
試

験
を
複
数
回
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

試
験
合
格
者
が
有
資
格
者
の
場
合
、
前

倒
し
で
採
用
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
看

護
師
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

委
員

Ｆフ

ー

デ

ェ

ヴ

ァ

ー

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
へ
の
出
店

促
進
と
駅
前
の
昼
食
場
所
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
へ
の
対
応
は
。

商
工
課
長

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
へ
の

出
店
は
、
月
極
め
の
家
賃
だ
け
で
な
く
、

日
割
り
の
家
賃
も
設
定
し
、
観
光
客
の

多
い
繁
忙
期
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
限

っ
た
出
店
な
ど
、
一
時
的
な
入
居
も
可

能
と
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
駅
前

の
昼
食
場
所
が
少
な
い
こ
と
は
課
題
と

し
て
認
識
し
て
お
り
、
飲
食
店
な
ど
の

テ
ナ
ン
ト
募
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会

産
業
建
設
分
科
会

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
厚
生
分
科
会

ＦＯＯＤＥＶＥＲ（末広町）

の
低
下
が
地
産
地
消
率
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
た
め
、
今
後
、
関
係
部
署
と

協
力
し
な
が
ら
、
全
庁
体
制
で
生
産
者

及
び
利
用
食
材
の
拡
大
を
進
め
て
い
き

た
い
。

に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
と
対
応

状
況
は
。

福
祉
課
長

発
達
障
害
等
の
社
会
的
認

知
度
が
高
ま
り
、
医
療
機
関
を
受
診
す

る
児
童
が
増
え
、
結
果
的
に
発
達
障
害

と
診
断
さ
れ
る
児
童
が
増
加
し
た
こ
と

が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
発
達

障
害
等
と
診
断
さ
れ
る
子
ど
も
の
数
は

増
加
し
て
い
く
と
捉
え
て
お
り
、
受
け

入
れ
る
事
業
所
を
増
や
す
こ
と
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

に
８
戸
設
置
し
て
い
る
。
家
賃
は
月

額
１
万
２
、０
０
０
円
程
度
で
、
冷
蔵

庫
、
テ
レ
ビ
、
電
子
レ
ン
ジ
、
洗
濯

機
、
エ
ア
コ
ン
等
を
備
え
付
け
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
は
34
世
帯

53
人
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
本
市
に
移
住

し
た
の
は
17
世
帯
29
人
と
な
っ
て
い
る
。

※３　お試し住宅…市営住宅の一部を、県外在住者で本市に移住を希望する方を対象に、
最長6か月間貸出する支援制度。つるおか市議会だより　令和６年９月定例会号5



令和６年７月25日の大雨により被災された方を支援
大雨災害対策関連予算を可決（議第70号・議第71号・議第83号）

９月定例会のポイント

■林業施設災害復旧事業　　　　１億9,775万円
　林道、森林公園等の復旧経費
■商工観光施設災害復旧事業　　　　3,000万円
　湯殿山スキー場ゲレンデの復旧経費
■観光誘客緊急支援事業　　　　　　3,450万円
　大雨の影響で宿泊・観光施設の予約キャンセル
や予約控えなどがあったことから、観光誘客の促
進を図るもの
・インターネット旅行会社のウェブサイトへの観
光特設ページの掲載及び宿泊割引クーポンの提
供に係る補助金　　　　　　　　　2,800万円

・旅行事業者が企画する宿泊を伴うバスツアーに
係る補助金 500万円

・観光協会等が実施する誘客促進事業に係る補助
金 150万円

■農業災害防止・復旧支援事業　　　1,560万円
　被災した農機具等の修繕経費の支援等、農業者
に対する県の補助事業を拡充して支援するもの

９月定例会で承認・可決した大雨被害対策の事業について、主なものを紹介します。

■被災住宅復旧支援事業　　　　　　4,406万円
・床上浸水世帯を対象とする、床や外壁、電気・
給排水設備、トイレ等生活に最低限必要な住宅
部分の応急修理への補助 821万円
・床上・床下浸水世帯を対象とする、住宅の修繕
工事等への補助　　　　　　　　　3,405万円
・床上浸水世帯を対象とする、使用不能となった
洗濯機や冷蔵庫、テレビ等の生活家電の買換え
への補助 180万円
■農地農業用施設災害復旧事業　　５億950万円
　農地、農業用施設の復旧経費

班　　名 日　　時 会　　場 参　加　者 テ　ー　マ

総　　務 ８月21日（水）
15：30～

市 役 所
委 員 会 室

市内の県ハイヤー協会会員
　　　　　　　　６人

２次交通の未来と日本版
ライドシェアの可能性

市民文教 ８月20日（火）
18：30～

出羽庄内国際村
大 ホ ー ル

民 間 ク ラ ブ 関 係 者 等
　　　　　　　15人 部活動改革

厚　　生 ８月６日（火）
10：00～

市 役 所
委 員 会 室

民 生 委 員・児 童 委 員
７人 地域福祉の現状と課題

産業建設 ８月20日（火）
14：00～

温海町森林組合
会 議 室

林 業 振 興 協 議 会
林業再生検討部会員等

７人
林業振興

　議会について理解を深めてもらうことや、頂いた意見を市政に反映させていくこと等を目的に、令和６年度
も市民との意見交換会を実施しました。

市民との意見交換会を開催 ～ 市民の声を市政へ ～

総務班 市民文教班 産業建設班厚生班

大雨で崩れた農地

つるおか市議会だより　令和６年９月定例会号 6



定員適正化計画の見直しは
日本共産党鶴岡市議団

総括質問
市長提出議案に対して、会派を代表して８人
の議員が質問しました。
各議員１項目について概要をお知らせします。

YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執
筆しています。

YouTube　鶴岡市議会
※会議録の公開には一定の期間を要します。

中長期の財政運営の考え方は
創政クラブ 議員

議員

本
ほん

間
ま

新
し ん

兵
べ

衛
え

坂
さ か

本
も と

昌
ま さ

栄
え

一
般
会
計
の
決
算
、

豪
雨
災
害
関
連
、

産
業
政
策
の
評
価

な
ど

ほかの質問

豪
雨
災
害
へ
の
根
本
的
対

策
、
経
済
情
勢
の
今
後
の

見
通
し

な
ど

ほかの質問

議
員

本
市
の
財
政
を
考
え

る
と
、
歳
入
で
は
、
自
主
財

源
が
少
な
い
こ
と
、
歳
出
で

は
、
諸
経
費
の
上
昇
や
施
設

の
維
持
管
理
・
更
新
費
用
の
増
加
、

人
件
費
等
の
義
務
的
経
費
の
高
止
ま

り
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
の
財

政
運
営
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

市
長

人
口
減
少
に
よ
り
大
幅
な
税

収
増
が
見
込
め
な
い
中
、
社
会
保
障

関
係
費
や
公
共
施
設
の
維
持
修
繕
費

の
増
加
等
の
課
題
は
あ
る
が
、
現
在

整
備
中
の
新
産
業
団
地
等
へ
の
企
業

誘
致
を
進
め
る
こ
と
で
、
法
人
市
民

税
や
固
定
資
産
税
の
ほ
か
、
雇
用
者

の
増
加
に
よ
る
個
人
市
民
税
の
増
収

を
図
る
な
ど
、
税
源
の
安
定
的
な
確

保
に
努
め
て
い
く
。
歳
出
に
つ
い
て

は
、
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
基

づ
く
事
業
へ
の
予
算
の
重
点
化
を
図

る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
見
直
し

な
ど
、
行
財
政
改
革
の
取
組
を
進
め

る
。
ま
た
、
歳
入
規
模
に
見
合
っ
た

歳
出
構
造
の
実
現
を
図
る
な
ど
、
予

算
編
成
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、
財

政
運
営
の
持
続
性
を
確
保
し
て
い
く
。

議
員

行
財
政
改
革
大
綱
の

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

正
規
職
員
の
削
減
を
進
め
て

き
た
が
、
職
員
は
コ
ロ
ナ
禍

や
豪
雨
災
害
対
応
等
で
疲
弊
し
て
い

る
。
今
の
ま
ま
で
は
、
万
が
一
、
市

全
域
に
わ
た
る
災
害
が
起
き
た
場
合

に
対
応
で
き
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

基
本
と
す
る
自
治
体
本
来
の
目
的
達

成
や
、
山
積
す
る
課
題
解
決
の
た
め

に
も
、
定
員
適
正
化
計
画
を
見
直
す

べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

市
長

市
が
取
り
組
む
課
題
は
ま
す

ま
す
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
を
経
験
し
、
ま
た
、
激
甚
化

す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
が
増
加
す

る
一
方
で
、
少
子
化
が
進
展
し
、
人

材
の
獲
得
が
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
緊
急
的
な
対
応
を
考
慮
す
る
と
、

職
員
の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

今
後
も
危
機
管
理
を
含
む
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
定
員
適
正
化
の
見
直
し
の
検
討

も
含
め
、
適
正
な
人
員
配
置
に
よ
る

職
員
体
制
の
構
築
に
努
め
る
。
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財政の健全化の考え方は
鶴岡市議会公明党 議員秋

あき

葉
ば

雄
ゆ う

東
北
公
益
文
科
大
学
の
公

立
化
に
伴
う
機
能
強
化
、

人
手
不
足
対
策

な
ど

ほかの質問

「行政評価」の成果と市民への共有は

ふるさと寄附金の現状と今後の取組は

SDGs鶴ヶ岡

市民の声・鶴岡

議員

議員

田
た

中
な か

宏
ひろし

遠
え ん

藤
ど う

初
は つ

子
こ

合
併
特
例
債
と
今
後
の
財

源
ほかの質問

観
光
政
策
、
農
産
物
の
国

内
外
へ
の
販
路
拡
大
と
市

場
開
拓

な
ど

ほかの質問

※行政評価…本市の行政評価は、担当課による自己評価のほか、財政課等による内部評価と、行財政改革推進委員による外部評価によって構成される。様々な視点か
ら評価・分析を行うことで、的確な課題の抽出と改善の方向性を提案し、効果的な事業推進が期待される管理手法。

議
員

自
治
体
の
財
政
は
、

民
間
と
違
い
、
黒
字
に
し
て

も
う
け
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
く
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
何
を
や
っ
た
か
が
問
わ
れ
る
。

新
し
い
子
ど
も
の
遊
び
場
や
図
書
館

な
ど
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
公
共
施
設

の
集
約
・
複
合
化
を
図
る
こ
と
、
各

種
事
業
に
つ
い
て
も
、
廃
止
を
含
め

て
統
合
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
重
要
な
課
題
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長

人
口
減
少
や
施
設
の
老
朽
化

が
進
む
中
で
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳

出
の
構
造
を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
地
域
人
口
や
利
用
頻

度
な
ど
を
十
分
考
慮
し
、
統
廃
合
や

更
新
の
際
の
複
合
化
に
よ
っ
て
、
施

設
の
総
量
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
朝
暘

五
小
と
第
五
学
区
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
朝
日
庁
舎
と
消
防
署
朝
日
分
署

は
合
築
で
整
備
し
た
。
今
後
も
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
く
各
種

事
業
を
進
め
る
際
は
、
こ
う
し
た
視

点
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員

５
年
度
の
ふ
る
さ

と
寄
附
金
は
過
去
最
高
の

23
億
８
、１
０
４
万
円
と
な

っ
た
が
、
そ
の
要
因
は
。

市
長

寄
附
金
を
受
け
付
け
る
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
拡
充
し
た
こ
と
や
、

コ
ス
ト
の
圧
縮
、
配
送
管
理
体
制
の

見
直
し
等
に
よ
っ
て
返
礼
品
を
出
品

し
や
す
い
体
制
づ
く
り
を
し
た
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
、
寄

附
者
と
出
品
者
の
両
方
か
ら
選
ば
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員

今
後
の
目
標
と
寄
附
金
の
使

途
は
。

市
長

10
年
度
ま
で
に
寄
附
金
額
年

間
30
億
円
達
成
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。
寄
附
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

寄
附
者
自
身
が
総
合
計
画
の
柱
で
あ

る
未
来
創
造
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

８
分
野
か
ら
選
択
で
き
る
ほ
か
、
災

害
支
援
も
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
引
き
続
き
、
総
合
計
画
推
進

の
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用
す
る
ほ

か
、
使
途
を
明
確
に
し
た
具
体
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
も
研
究
・

導
入
し
て
い
く
。

議
員

行
財
政
改
革
の
取
組

に
お
い
て
、行
政
評
価
（
※
）

に
よ
る
進
捗
管
理
を
導
入
し

た
成
果
は
。

市
長

財
政
健
全
化
、
業
務
改
善
効

率
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
創
出
向
上
を

３
つ
の
柱
と
し
て
創
造
的
行
財
政
改

革
を
推
進
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度

か
ら
行
政
評
価
を
導
入
し
た
。
例
え

ば
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、

管
理
運
営
体
制
の
見
直
し
や
競
争
力

の
あ
る
返
礼
品
の
造
成
な
ど
、
部
署

横
断
・
横
連
携
を
図
り
な
が
ら
改
善

を
進
め
た
結
果
、
５
年
度
の
寄
附
総

額
は
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
今
後
も
、

総
合
計
画
の
推
進
と
一
体
的
に
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員

行
政
評
価
の
成
果
を
市
民
に

伝
え
る
こ
と
で
、
透
明
性
を
向
上
さ

せ
、
信
頼
感
を
高
め
る
考
え
は
。

市
長

限
ら
れ
た
関
係
者
で
の
行
政

評
価
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
懸
念
も
あ

る
た
め
、
市
民
に
開
か
れ
た
形
で
日

常
的
に
情
報
提
供
や
意
見
聴
取
を
行

う
よ
う
、
行
政
の
仕
組
み
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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ふるさと寄附金返礼品への気候変動の影響は
希望のつどい 議員中

なか

沢
ざ わ

深
み

雪
ゆ き

な
し

ほかの質問

県外転出者をふるさと回帰にどうつなげるか

水路や河川設備の改修による災害対策を

リベラル

市民フォーラム

議員

議員

本
ほん

間
ま

信
し ん

一
い ち

工
く

藤
ど う

博
ひろし

令
和
５
年
度
決
算

ほかの質問

東
北
公
益
文
科
大
学
の
公

立
化

ほかの質問

議
員

本
市
の
県
外
転
出
者

は
高
校
卒
業
後
か
ら
20
代
前

半
ま
で
が
最
も
多
く
、
そ
の

後
、
地
元
に
戻
る
女
性
が
少

な
い
状
況
で
あ
る
。
県
外
転
出
に
よ

る
女
性
人
口
の
減
少
が
出
生
数
の
低

下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

対
策
は
。

市
長

県
の
調
査
に
よ
る
と
、
昨
年

度
、
本
市
の
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の

女
性
の
県
外
転
出
者
数
は
、
１
６
４

人
の
転
出
超
過
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
差
が
婚
姻
数
低
下
の
要
因
の
一
つ

で
あ
り
、
大
き
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
大

学
生
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象

に
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
ほ

か
、
つ
る
お
か
エ
ー
ル
奨
学
金
返
済

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
事

業
の
認
定
を
受
け
た
２
０
６
人
中
、

66
人
が
本
市
に
帰
っ
て
き
て
お
り
、

う
ち
43
人
が
女
性
で
あ
る
。
ま
た
、

魅
力
的
で
多
様
な
雇
用
の
場
を
創
出

す
る
た
め
に
、
新
産
業
団
地
の
整
備

に
取
り
組
む
な
ど
、
地
元
に
回
帰
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

議
員

７
月
の
大
雨
で
中
央

工
業
団
地
は
冠
水
し
、
膝
ま

で
の
水
位
に
な
っ
た
。
雨
水

対
策
工
事
の
工
期
を
早
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

市
長

同
工
業
団
地
の
雨
水
対
策
工

事
は
、
12
年
度
の
竣
工
を
予
定
し
て

お
り
、
現
在
、
工
業
団
地
の
南
西
に

あ
る
線
路
沿
い
の
水
路
改
修
に
着
手

し
て
い
る
。
工
事
の
加
速
化
に
は
、

上
下
水
道
や
ガ
ス
管
の
移
設
等
の
課

題
が
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
工
期
の

短
縮
に
努
め
て
い
く
。

議
員

市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、

市
街
地
の
水
路
や
樋ひ

門
な
ど
の
河
川

設
備
の
改
修
に
も
早
急
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長

河
川
設
備
の
改
修
に
よ
る
浸

水
防
止
対
策
は
、
広
域
的
な
幹
線
水

路
網
の
調
査
に
基
づ
く
浸
水
原
因
の

特
定
や
最
終
的
に
流
れ
込
む
河
川
の

管
理
者
と
の
協
議
な
ど
、
課
題
が
多

い
が
、
今
後
、
既
設
水
路
の
排
水
能

力
を
評
価
し
、
排
水
能
力
の
低
い
原

因
箇
所
の
改
良
を
進
め
、
市
街
地
の

浸
水
被
害
の
解
消
を
図
っ
て
い
く
。

議
員

昨
今
の
気
候
変
動
に

よ
る
豪
雨
や
記
録
的
高
温
等

の
影
響
で
、
農
作
物
の
収
量

減
少
や
生
育
障
害
、
品
質
低

下
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
が
、

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
返
礼
品
へ
の
影

響
と
対
策
は
。

市
長

今
年
、
さ
く
ら
ん
ぼ
や
だ
だ

ち
ゃ
豆
、
桃
の
返
礼
品
に
つ
い
て
、

届
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
出
荷
に
遅

れ
が
生
じ
た
り
す
る
な
ど
の
影
響
が

あ
っ
た
。
気
候
変
動
対
策
と
し
て
は
、

降
ひ
ょ
う
や
高
温
障
害
の
減
災
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
引
き
続
き

台
風
等
の
気
象
の
変
化
に
関
し
て
事

前
の
被
害
防
止
策
の
呼
び
掛
け
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
県
や
Ｊ
Ａ
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
生
育
状

況
や
被
害
状
況
を
迅
速
に
把
握
し
な

が
ら
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

ま
た
、
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
を
受

け
た
場
合
の
代
替
手
段
を
明
示
す
る

な
ど
、
寄
附
者
が
安
心
し
て
返
礼
品

を
選
択
で
き
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て

い
く
。
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委員会視察報告
先進的な施策を実施する自治体の視察を行い
ました。
その概要をお知らせします。

北
海
道
長
沼
町
…
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

　
　
　
　
　
　
　
生
産
振
興
の
取
組

北
海
道
千
歳
市
…
道
の
駅

　
　
　
　
　
　
　
「
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
千
歳
」

ほ
か
の
視
察
先
と
視
察
項
目

産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
月
２
日
〜
４
日

旭
川
市
は
、
市
内
中
心
部
に
あ
る
閉
館
し
た

ホ
テ
ル
を
活
用
し
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
パ
ー
ク
」
を
整

備
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
内
に
あ
っ
た
映
画
館
の

大
ス
ク
リ
ー
ン
と
観
客
席
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

（
※
）
大
会
が
で
き
る
設
備
に
改
修
さ
れ
、
道

大
会
や
全
国
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

施
設
の
一
画
に
は
、
高
性
能
の
パ
ソ
コ
ン
等

が
設
置
さ
れ
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
活
用
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
が
あ
り
、

18
歳
以
下
は
無
料
で
利
用
で
き
る
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
備
さ
れ
た
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等
も

設
け
ら
れ
て
お
り
、

多
く
の
人
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。
若
者
、

人
材
育
成
、
交
流
人

口
な
ど
に
着
目
し
た

施
設
整
備
の
在
り
方

に
つ
い
て
参
考
と
な

る
取
組
で
あ
っ
た
。

北
海
道
旭
川
市

若
者
・
交
流
に
着
目
し
た
施
設
整
備

福
岡
県
飯
塚
市
…
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
、

　
　
　
　
　
　
　
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業

福
岡
県
福
岡
市
…
見
守
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
で
よ
か
ト
レ

な
ど

ほ
か
の
視
察
先
と
視
察
項
目

厚
生
常
任
委
員
会７

月
８
日
〜
10
日

下
関
市
で
は
、
地
域
で
子
育
て
家
庭
を
支
援

す
る
体
制
の
整
備
に
、
長
期
的
な
計
画
で
取
り

組
ん
で
い
る
。
令
和
元
年
度
か
ら
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
や
子
ど
も
食
堂
等
の
居
場
所
の
立
ち

上
げ
へ
の
支
援
を
行
い
、
４
年
度
か
ら
は
、
居

場
所
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
支
援
等
を
行
っ
て

き
た
。
ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え

込
ま
な
い
よ
う
相
談
室
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

子
ど
も
に
関
す
る
課
題
全
般
に
対
し
て
地
域
の

支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
子
ど
も
の

支
援
に
関
心
を
持
つ
人
が
増
え
、
行
政
だ
け
で

は
実
現
で
き
な
か
っ

た
支
援
に
つ
な
が
っ

た
な
ど
の
効
果
が
出

て
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
子
育
て
支
援

が
着
実
に
進
展
し
て

お
り
、
大
変
参
考
に

な
っ
た
。

山
口
県
下
関
市

地
域
で
子
育
て
家
庭
を
支
え
る

宮
城
県
大
崎
市
…
議
会
運
営
及
び
議
会
改
革
の

　
　
　
　
　
　
　
取
組
（
議
会
基
本
条
例
等
）

宮
城
県
色
麻
町
…
議
会
運
営
及
び
議
会
改
革
の

　
　
　
　
　
　
　
取
組（
電
子
採
決
シ
ス
テ
ム
等
）

ほ
か
の
視
察
先
と
視
察
項
目

議
会
運
営
委
員
会７

月
16
日
〜
18
日

奥
州
市
議
会
で
は
、
議
長
就
任
を
希
望
す
る

議
員
が
市
民
へ
の
約
束
を
表
明
し
、
議
長
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
と
し
て
ま
と
め
、
公
表
し
て
い
る
。

現
在
は
、「
議
会
の
見
え
る
化
」
の
推
進
や
政

策
立
案
・
政
策
提
言
サ
イ
ク
ル
の
充
実
・
強
化

な
ど
、
議
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
ら
れ
た
５

つ
の
項
目
に
つ
い
て
、
議
長
任
期
の
４
年
間
の

工
程
表
を
作
成
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
市
議
会
で
制
定
に
向
け
検
討
中
の
議
会
基

本
条
例
に
つ
い
て
も
、
奥
州
市
議
会
は
時
間
と

研
究
を
重
ね
制
定
し
て
お
り
、
継
続
的
に
評

価
・
検
証
し
て
い
く

重
要
性
を
再
認
識
し

た
。
ま
た
、
各
種
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
の
情
報
発

信
等
、
議
会
と
し
て

先
進
的
な
取
組
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
の

議
会
改
革
に
お
い
て
、

大
変
参
考
と
な
っ
た
。

岩
手
県
奥
州
市

市
民
に
見
え
る
議
会
の
取
組

※eスポーツ…「エレクトロニック・スポーツ」の略。コンピュー
ターゲームを使った対戦をスポーツ競技として捉え
る際の名称。
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小学校プールの管理や
水泳授業の民間委託は

議員　山形県公立学校教員選考試験において水
泳の実技が廃止され、泳げない教員が増えてい
る。また、小学校のプールは老朽化が進んでい
る。水泳授業の民間委託についてこれまでも質
問してきたが、現在どのように進めているのか。
教育長　朝暘五小では校舎改築のため、昨年度
から市民プールを利用しており、上郷小、西郷
小では、今年度からスパールを利用した実証実
験を行っている。常に快適な環境で授業ができ、
自校プールの管理負担がなくなるため、児童と
教員両方から高く評価されている。今年度の結
果を検証し、対象校拡大等を検討していきたい。

朝暘五小新校舎と第五学区放課後児童クラブの
活用

本
ほん

間
ま

正
まさ

芳
よし

議員

ほかの質問 

藤島農村環境改善センター
再編計画の考えは

議員　同センターは築41年が経過し、老朽化
が進んでいるが、現状と今後の再編計画は。
教育部長　同センターの利用人数は、平成５年
度の14,082人がピークであり、コロナ禍前後
では、令和元年度が985人、５年度が82人とな
っている。建物の耐用年数を残り10年程度と
見込んでいるため、維持管理に努めるとともに、
地元住民や関係者の意見を聴きながら、同セン
ターの今後の在り方について結論を出したい。
議員　同センターの施設内に松枯れした危険木
があり、緊急に処理が必要であるが、対応は。
教育部長　業者と相談し、早急に伐採する。

藤島体育館運営組織体制

小
お

野
の

由
よし

夫
お

議員

ほかの質問 

大雨の際、恒常的に冠水
する箇所への対策は

議員　大雨のたびに恒常的に冠水する箇所の把
握はしているのか。また、冠水箇所に対する現
在の対策と今後の計画は。
建設部長　中央工業団地などの市街地12か所、
国道と交差するアンダーパス５か所の計17か
所を把握している。冠水対策として、雨水幹線
水路の新設や排水樋

ひ
門の断面拡大、既設水路の

部分改修などのほか、大雨情報があった際、事
前に水門操作を行うなど、被害を軽減できるよ
う対応をしている。今後は、気候変動による降
雨量の増加などを考慮し、優先度の高い地域か
ら排水施設の整備等を効率的に進めていく。

荘内病院の運営状況と今後の方針、
ご当地ナンバー「鶴岡」の導入

佐
さ

藤
とう

久
ひさ

樹
き

議員

ほかの質問 

一般質問
市政全般について考え方や方針などを24人
の議員が市当局に質問しました。総括質問を
行った議員を除く17人の質問を掲載します。
各議員１項目について概要をお知らせします。

YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執筆
しています。

※会議録の公開には一定の期間を要します。

YouTube　鶴岡市議会
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災害要支援者対策は
インクルーシブ防災で

議員　ケアマネジャーや障害者相談支援専門員
等の専門職から個別避難計画の作成に協力して
もらうなど、高齢者や障害者を含む、あらゆる
人を取り残さないインクルーシブ防災の考えは。
健康福祉部長　災害時に福祉関係者を有機的に
つなぐため、デジタルの活用も併せ、地域包括
ケアシステムを生かせる仕組みにしていきたい。
議員　福祉・地域の関係者等を集めて、災害時
の対応を協議する会議を設置する考えは。
健康福祉部長　現在は庁内関係課で防災のため
の合同会議を行っているが、今後は地域の方に
参加してもらうことなども必要と考えている。

なし

佐
さ

藤
とう

博
ひろ

幸
ゆき

議員

ほかの質問 

産業廃棄物焼却処理施設
建設計画への対応は

議員　既存施設の６倍程度の処理能力がある産
業廃棄物焼却処理施設が櫛引地域に建設される
計画について、業者からの説明会があった。農
業や生活環境への影響を懸念し、建設に反対す
る地区もある。庄内地域の産業廃棄物焼却処理
施設の現状と、この計画への市の対応は。
市民部長　県内15施設のうち庄内地域には４
施設がある。同施設の設置許可権者は県である
が、市としては、地区住民からの不安や計画の
見直しを求める声などの情報を提供しながら、
適正な処理が図られるよう県の調査等に協力し
ていく。

赤川水系活性化施策の進捗状況と今後の取組

渋
しぶ

谷
や

耕
こう

一
いち

議員

ほかの質問 

道の駅あつみ移転後の
現施設の活用方針は

議員　令和９年に予定されている新しい道の駅
あつみの開業後、現在の道の駅あつみ「しゃり
ん」の施設をどのように活用する方針か。
温海庁舎支所長　現施設は、土地が市、物産館
等が第三セクターである株式会社クアポリス温
海、トイレを含む情報館が国土交通省の所有と
なっている。新しい道の駅の開業に伴い、第三
セクターは解散、清算の方針を既に決定してい
る。土地を含めた施設の取扱いについては、市
が主体となって第三セクターや国土交通省と調
整を図り、地域の住民・団体等からも意見を聴
きながら、来年度以降に方針を定めていきたい。

庄内地域水道事業統合基本計画（案）、
ケーブルテレビ事業

五
い か ら し

十嵐 一
かず

彦
ひこ

議員

ほかの質問 

新図書館構想とともに
新郷土資料館構想も

議員　本市の郷土資料館には、全国でも類を見
ない古文書や歴史資料、行政文書等が保管され、
中高生をはじめ市民が歴史・文化を学ぶために
適した環境がある。新図書館の構想だけでなく、
新郷土資料館の構想も加え、郷土資料館の名称
をしっかり示していくことが重要ではないか。
教育部長　同館は、図書館の郷土資料部門が独
立する形で開館し、庄内全域の史料の収集に努
め、利用者の調査研究に役立ってきた。新図書
館整備の基本構想は、図書館と郷土資料館の老
朽化等の課題解決に向けて策定することとして
おり、新郷土資料館も併せて検討を行っていく。

新学校給食センターの整備

佐
さ

藤
とう

昌
まさ

哉
や

議員

ほかの質問 
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公共施設等適正管理推進
事業債の活用実績は

議員　全国の自治体で公共施設等適正管理推進
事業債が積極活用されているが、本市の実績は。
総務部長　同事業債は、法定耐用年数を超えて
公共用の建築物を使用するための長寿命化事業、
施設を有効活用するために用途を変更して整備
する転用事業など、公共施設等の適正管理の取
組に対する地方財政措置である。本市の活用実
績として、長寿命化事業では、駅前再開発ビル
駐車場の大規模改修工事や大泉小及び京田小の
屋根改修工事、道路照明灯の更新工事などがあ
る。また、転用事業では、旧長沼小の長沼地区
地域活動センターへの改修工事に活用している。

学校統廃合における地域での合意形成

南
なん

波
ば

　　　純
じゅん

議員

ほかの質問 

有機給食など世界一の
給食を目指した議論を

議員　新学校給食センター整備にはＰＦＩ（※
１）の導入を検討しているようだが、学校給食
発祥の地・ユネスコ食文化創造都市として、有
機給食や自校給食で世界一の給食を目指す取組
が期待される中、一般的にコスト削減や効率化
が重視されるＰＦＩで実現できるのか。
教育部長　全庁的な体制で鶴岡らしい特色のあ
る給食の実現を図り、より良い給食を効果的に
提供できるよう官民の役割分担を整理していく。
市長　センター方式での整備の議論を進めてい
るが、住民や学校関係者が必要と考えるのであ
れば、自校給食の議論にも応じていきたい。

人工芝と海洋プラスチック等環境汚染問題の認
識と対策、（仮称）三瀬矢引風力発電事業問題

草
くさ

島
じま

進
しん

一
いち

議員

ほかの質問 

認知症発症の入口、
難聴対策を！

議員　認知症発症の最大の危険因子は難聴であ
り、補聴器等の購入補助制度が必要であると考
える。また、個人情報を大きな声で話さなくて
も済むように、市役所の窓口に、小さな声でも
はっきりと聞こえる軟骨伝導イヤホンを設置す
ることが有効であると考えるが、見解は。
健康福祉部長　補聴器の購入補助については、
耳鼻科医、言語聴覚士と調整を図り、実施する
方向で準備をしている。また、軟骨伝導イヤホ
ンは、加齢による軽度から中度の難聴の方に効
果があり、試験的に市役所の窓口にイヤホンを
設置することについて検討したい。

なし

富
と

樫
がし

正
まさ

毅
き

議員

ほかの質問 

ケーブルテレビ
遅すぎる設備更新

議員　櫛引・朝日地域で放送されているケーブ
ルテレビの設備は、平成19年度に更新された。
総務省の資料には、10年から15年ごとに更新
が必要と明記されているが、約17年経過して
いる。設備故障で停波（※２）すると、加入者
は放送を見られなくなるが、設備更新の予定は。
櫛引庁舎支所長　来年度、更新計画を精査し、
数か年に分けて順次設備更新を行っていきたい。
議員　既に更新時期を過ぎているのに、これか
ら準備では遅い。早急な設備更新が必要では。
櫛引庁舎支所長　メーカー等と相談をしており、
来年度以降に具体的に進めていきたい。

観光

石
いし

井
い

清
きよ

則
のり

議員

ほかの質問 

※１ ＰＦＩ…P
プライベート
rivate F

ファイナンス
inance I

イ ニ シ ア チ ブ
nitiative。民間の資金と経営能力・技術力を活用し、公共施設等の建設や維持管理等を行う公共事業の手法。

※２ 停波…放送中に起きる電波の送信停止。
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アンギオを使用しての
検査・手術への対応は

議員　協立病院では、アンギオ（※１）を使用
しての検査や手術が年間200件から400件程度
行われ、荘内病院では行っていないアブレーショ
ン手術（※２）も行っていたが、老朽化し使用で
きない状況である。医師不足が解消されない中、
南庄内の中核病院としてどう対応していくのか。
病院事業管理者　現在、荘内病院には心臓血管
外科医が不在であり、深刻な合併症のおそれが
あるアブレーション手術の受入れは難しく、対
応が困難な場合は、日本海総合病院を紹介して
いる。それ以外のアンギオを使用する検査・手
術については、できる限り受け入れていく。

農業振興

阿
あ

部
べ

　　　寛
ひろし

議員

ほかの質問 

７月25日の大雨対応で
見えてきた課題は

議員　７月の大雨時、雨の音で防災無線が聞き
取れなかった。防災無線を聞くことができるス
マートフォンアプリがあり、何度も聞き直すこ
とができる。本市でも導入を検討すべきでは。
危機管理監　防災無線に加え、各種ＳＮＳで広
報しているが、ＳＮＳでは音声による広報はで
きないことから、アプリの活用も含め調査する。
議員　現在の土のうの準備状況は。市民に分か
りやすい土のう置き場を設置してはどうか。
危機管理監　消防本部、各分署及び地域庁舎に
土のうを準備している。分かりやすい土のう置
き場については、調査・研究を進めていく。

藤島川及び京田川にかかる治水対策の見直し

黒
くろ

井
い

浩
ひろ

之
ゆき

議員

ほかの質問 

市内循環バスの利用状況
と拡充は

議員　運行開始から２年が経過し、同バスの利
用者は増えており、路線や運行時間の拡充を求
める声が上がっている。利用状況と今後の方針
は。また、交通系ＩＣカードチェリカの普及は。
企画部長　今年７月の利用者は7,237人であり、
４年同月と比較して約5.4倍と、高齢者を中心に
増えている。拡充に当たっては、運転手不足等
の課題を踏まえながら、より利便性が高くなる
よう、運行主体の庄内交通と連携していく。チ
ェリカは、約18,000枚が発行されている。路線
バス利用者の７割以上がＩＣカードを使用して
おり、市もチェリカの周知に協力していく。

不登校児童・生徒への支援、平和の集い

長
は せ が わ

谷 川 剛
つよし

議員

ほかの質問 

認知症への理解を深め
地域で支えるためには

議員　本市の認知症患者数と今後の予測は。
健康福祉部長　現在、軽度認知障害を含めると、
高齢者人口の28％の約12,000人が認知症と推
定され、2040年には30％を超えると見込まれる。
議員　認知症サポーターの内容や現状は。
健康福祉部長　認知症に対する正しい理解と知
識を持ち、地域で認知症の方やその家族の手助
けを行う認知症サポーターの養成講座を、平
成17年度から郵便局や金融機関等の各種団体、
小・中学生を対象に開催している。講座を受講
すると誰でもサポーターになることができ、こ
れまで約22,000人が養成されている。

災害時の対応

佐
さ

藤
とう

麻
ま

里
り

議員

ほかの質問 

※１ アンギオ…血管の形状や異常等を描出する機器。
※２ アブレーション手術…カテーテルを用いて心臓内の不整脈につながる部位の焼灼を行う手術。
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増え続けているイノシシ
被害への対策状況は

議員　西郷地区の砂丘畑でイノシシによる農作
物被害が多発している。被害や捕獲の状況、電
気柵の設置状況は。
農林水産部長　本所管内の今年度の被害相談は、
８月末時点で21件と、既に昨年度の19件を上
回っている。捕獲頭数は７月末時点で23頭であ
り、昨年同時期の10頭と比較し２倍以上増加し
ている。農作物被害防止対策として、侵入防止
柵の設置や誘引しない環境の整備、捕獲・駆除
の総合的な実施が重要である。電気柵設置の補
助申請は年々増加しており、今年度は53件の申
込みがあり、設置総延長は約22㎞となっている。

新学校給食センター整備基本計画、
ごみの減量

菅
すが

井
い

　　　巌
いわお

議員

ほかの質問 

小中一貫校　教育の機会
均等の上で課題は

議員　教育委員会は、小中一貫教育の教育効果
が高いと説明してきたが、藤島地域だけが小中
一貫教育となれば、「教育の機会均等」の上で
課題が生じないか。
教育長　ほかの小・中学校と同様に市が採択し
た教科書を使用するため、どの学校でも一定の
教育水準が維持され、問題はないと考えている。
議員　致道館中高一貫校への進学希望者にとっ
て、９年間の小中一貫教育は意味があるのか。
教育長　６年生までの学習内容は、ほかの小学
校との違いはなく、中学受験を希望する児童に
とって不利になることはないと捉えている。

なし

加
か

藤
とう

鑛
こう

一
いち

議員

ほかの質問 

特別委員会中間報告

　９月10日に委員会を開催し、日本海沿岸東北
自動車道の工事の進捗状況、庄内空港・羽越本線
の状況について、市当局から説明を受け、質疑・
意見交換を行った。
　日沿道は、鼠ヶ関トンネルが約55％、小岩川
第２トンネルが約66％の進捗状況であり、ぜい
弱な地層等が掘削に影響を与えている。
　庄内空港は、令和５年の利用者数が４年ぶりに
30万人台に回復した。引き続き、利用拡大と滑
走路延長（2,500ｍ化）など空港機能の強化に取
り組む必要がある。
　羽越本線は、今年、全線開通から100年の節目
に当たり、これを契機とした利用拡大に取り組ん
でいる。高速化及び安定輸送について、粘り強く
要望活動等に取り組んでいくことが重要である。
　引き続き高速交通基盤の整備促進に係る調査・
研究を進めていく。

　令和５年９月定例会での中間報告以降、計11
回の委員会を開催した。
　第13回（５年12月11日）以降の委員会では、
議長の諮問を受け、鶴岡市議会議員政治倫理条例
の改正に向けた協議を行ってきた。その後、第
18回委員会（６年４月19日）で、本委員会とし
ての条例改正案を決定し、議員全員協議会での協
議も踏まえた上で、６月定例会最終日に委員会と
して改正案を提出した。
　また、第16回（６年３月５日）以降の委員会
では、議会基本条例の制定に向けた協議も並行し
て行ってきた。
　本市議会の機能強
化と活性化に向け、
引き続き鋭意検討・
協議を進めていく。

議会改革特別委員会 高速交通等対策特別委員会
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つ
る
お
か
市
議
会
だ
よ
り

令
和
６
年
９
月
定
例
会
号（
令
和
６
年
11
月
１
日
発
行
）

◆
「
本
会
議
」
は
議
場
の
傍
聴
席
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

本
所
４
階
ロ
ビ
ー
で
傍
聴
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

傍
聴
の
定
員
は
64
人
で
す
。

◆
「
委
員
会
」
は
各
会
議
室
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

本
所
２
階
の
議
会
事
務
局
で
傍
聴
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
傍
聴
の
定
員
は
５
人
〜
20
人
程
度
で
す
。

※
本
会
議
又
は
委
員
会
を
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事
前

に
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
「
本
会
議
」
は
本
所
及
び
各
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー
の
テ
レ
ビ

モ
ニ
タ
ー
で
生
中
継
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は
生
中
継
及
び
録
画
配
信

を
視
聴
で
き
ま
す
。

議会を傍聴して
みませんか

※各会議の開会時刻は午前10時です。
　午後にわたる場合は１時間程度の休憩をはさみ再開します。
※日程は変更される場合がありますので、ご了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
25 26 27 28 29 30

 2  3  4  5  6  7 

 8  9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25

総　　　務
常任委員会

市 民 文 教
常任委員会

産 業 建 設
常任委員会

本　会　議
（開会・総括質問）
予算特別委員会

本　会　議
（一般質問）

本　会　議
（一般質問）
議会運営委員会

厚　　　生
常任委員会

本　会　議
（一般質問）

議会運営委員会常任委員会
予　備　日 予算特別委員会 本　会　議

（表決・閉会）

請願・陳情 提出期限
11月26日㈫午後１時

11/24

12/1

気
候
変
動
に
よ
っ
て
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害

が
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
本
市

で
も
７
月
の
大
雨
時
に
は
警

戒
レ
ベ
ル
５
の
緊
急
安
全
確

保
が
発
令
さ
れ
、
９
月
定
例

会
で
は
災
害
対
応
や
被
災
者

支
援
に
向
け
て
、
多
く
の
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

緊
急
時
に
い
ち
早
く
現
場

で
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
市

職
員
や
、
消
防
団
を
は
じ
め

関
係
団
体
の
皆
様
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
が
大
き
け
れ
ば
大
き

い
ほ
ど
一
層
の
連
携
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

「
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を

忘
れ
る
」
と
は
な
ら
な
い
よ

う
に
、
今
回
の
災
害
を
経
験

し
て
見
え
て
き
た
課
題
を
克

服
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心

を
守
る
た
め
に
、
本
市
議
会

と
し
て
も
引
き
続
き
防
災
・

減
災
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
黒
井

浩
之

国土交通省に要望書を提出

編
集
後
記

◆
本
所
及
び
各
庁
舎
の
市
民
ロ
ビ
ー
、
鶴
岡
地
域

の
各
コ
ミ
セ
ン
、
図
書
館
本
館
に
お
い
て
、
会

議
録
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
の
閲
覧
・
検
索
が

で
き
ま
す
。
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
の
会
議
録
を
閲
覧
す
る
に
は

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す

発行／鶴岡市議会　　編集／広報広聴委員会
〒997-8601　山形県鶴岡市馬場町9-25

電話　0235-35-1908　FAX　0235-25-2123
メールアドレス　gikai@city.tsuruoka.lg.jp

重要事業要望活動
　市議会では、要望事項の実現に向
けて今後も関係省庁等に対し働き掛
けを行っていきます。

　７月19日に議長、副議長、総務
常任委員長、産業建設常任委員長及
び高速交通等対策特別委員長が、市
長とともに、国土交通省、財務省及
びこども家庭庁を訪問。大臣や幹部
と面会し、日沿道の早期全線開通や
庄内空港の滑走路延長、国立がん研
究センターへの支援、子育て施策の
充実など、本市の重要事業に関する
要望活動を行いました。

市の重要事業について国に直接要望しました。
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